
ここのえアミー店OPEN記念

ここのえ特別編

歴
史
あ
る
名
湯
と

地
元
食
材
の
ラ
ン
チ
を
堪
能

　
江
戸
時
代
末
期
に
開
湯
し
た
と
言
わ
れ
る「
寒

の
地
獄
温
泉
」
は
、
7
〜
9
月
に
は
源
泉
14
度

の
冷
泉
が
楽
し
め
る
こ
と
で
有
名
。
夏
場
以
外

は
加
温
し
た
掛
け
流
し
の
硫
黄
泉
を
、
立
ち
寄

り
湯
7
0
0
円
、
家
族
風
呂
50
分
2
0
0
0
円

で
利
用
で
き
る
（
10
時
〜
13
時
受
付
終
了
）。
の

ん
び
り
と
温
泉
に
つ
か
っ
た
あ
と
は
、「
夢
見
る

豚
し
ゃ
ぶ
定
食
」
や
「
夢
見
る
豚
す
き
定
食
」

各
1
2
8
0
円
な
ど
の
九
重
夢
ポ
ー
ク
や
地
元

産
の
野
菜
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
味
わ
え
る『
夢

見
る
豚
食
堂
』（
ラ
ン
チ
11
時
〜
14
時（
ラ
ス

ト
オ
ー
ダ
ー
13
時
30
分
）、
火
・
水
曜
定
休
）
で

お
食
事
を
。
ゆ
っ
く
り
と
日
々
の
疲
れ
を
癒
や

し
た
い
な
ら
、
昭
和
3
年
創
業
の
趣
あ
る
旅
館

に
滞
在
し
て
、
女
将
さ
ん
の
手
作
り
料
理
や
温

泉
を
満
喫
し
て
み
て
は
（
一
泊
二
食
付
き
1
万

4
0
4
0
円
＋
入
湯
税
ほ
か
）。

〒879-4801　玖珠郡九重町大字右田1321番地 TEL 0973-73-5508

ここのえアミー店

GRAND OPEN!!9.1
舞鶴酒販の新店舗が誕生。

九重町の

今回は、

魅力発信！

　
九
重
き
っ
て
の
観
光
名
所
『
桂
茶
屋
』
は
、

き
つ
ね
や
た
ぬ
き
の
メ
イ
ク
、
お
花
な
ど
の
デ

コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
施
し
た
店
員
が
「
そ
う
だ
ポ

ン
！
」
な
ど
独
特
の
言
葉
遣
い
で
迎
え
て
く
れ

る
の
が
何
と
も
ユ
ニ
ー
ク
。
春
夏
秋
冬
そ
れ
ぞ
れ

に
美
し
さ
の
あ
る
壮
大
な
自
然
の
景
色
を
眺
め

な
が
ら
、
店
頭
で
炭
火
焼
す
る
新
鮮
な
ヤ
マ
メ

や
団
子
の
ほ
か
、「
田
舎
う
ろ
ん
」
1
0
5
0
円
、

毎
朝
打
つ
手
打
ち
そ
ば
（
数
量
限
定
）、
と
り
天

な
ど
の
定
食
と
、
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
豊
富

な
手
作
り
メ
ニ
ュ
ー
が
楽
し
め
る
。
自
家
製
商

品
を
は
じ
め
と
す
る
7
0
0
種
ほ
ど
の
お
土
産

が
そ
ろ
う
コ
ー
ナ
ー
や
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
評
判
に
な
っ
た
店
の
裏
手
の「
天
狗
の
滝
」、

す
ぐ
近
く
に
点
在
す
る
系
列
の
『
つ
れ
づ
れ
』

や
『
二
匹
の
鬼
』
な
ど
の
温
泉
も
併
せ
て
楽
し

ん
で
み
た
い
。

絶
景
と
食
事
を
楽
し
め
る

谷
あ
い
に
佇
む
個
性
的
な
茶
屋

お
洒
落
フ
レ
ン
チ
を

気
軽
に
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
に

　
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
の
梅
木
敏
郎
さ
ん
が
、
県

内
の
ホ
テ
ル
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
で
修
行
し
、

シ
ェ
フ
や
ス
ー
シ
ェ
フ
な
ど
を
務
め
た
経
験
を

活
か
し
て
つ
く
る
、
地
元
で
話
題
の
フ
レ
ン
チ

ビ
ス
ト
ロ
。
季
節
に
よ
っ
て
内
容
が
変
わ
る
お

ま
か
せ
ラ
ン
チ
コ
ー
ス
1
5
0
0
円
〜（
要
予

約
）
や
、
夜
の
コ
ー
ス
2
5
0
0
円
〜
を
は
じ

め
、「
原
木
生
ハ
ム
」
9
0
0
円
、
お
酒
の
す

す
む
「
赤
え
び
の
カ
ダ
イ
フ
包
」
2
5
0
円
な

ど
の
ア
ラ
カ
ル
ト
…
と
、
良
心
的
な
価
格
で
気

軽
に
フ
レ
ン
チ
を
味
わ
え
る
と
評
判
だ
。
1
階

に
は
お
一
人
さ
ま
で
も
気
兼
ね
な
く
過
ご
せ
る

カ
ウ
ン
タ
ー
席
や
テ
ー
ブ
ル
席
、
2
階
に
は
4

〜
5
名
用
の
個
室
、
15
名
収
容
の
広
め
の
部
屋

も
あ
り
、
会
合
や
宴
会
な
ど
に
も
対
応
し
て
い

る
。
シ
ェ
フ
が
一
人
で
切
り
盛
り
す
る
お
店
な

の
で
、
で
き
れ
ば
事
前
予
約
を
。

お
土
産
購
入
に
も
使
え
る
酒
屋

九
重
町
に
新
た
に
オ
ー
プ
ン
！

　
九
重
エ
リ
ア
全
般
の
施
設
・
個
人
宅
へ
の
配

達
に
も
対
応
（
一
部
地
域
を
除
く
）
す
る
『
舞

鶴
酒
販
』
の
店
舗
が
、『
こ
こ
の
え
ア
ミ
ー
』

の
店
内
に
新
た
に
オ
ー
プ
ン
！ 

各
種
ア
ル
コ
ー

ル
商
品
の
品
揃
え
は
も
ち
ろ
ん
、
地
元
が
誇
る

「
八
鹿
」
の
商
品
は
「
な
し
か
」、「
銀
座
の
す

ず
め
　
琥
珀
」
な
ど
の
定
番
か
ら
、
季
節
ご
と

に
登
場
す
る
限
定
も
の
ま
で
30
種
類
ほ
ど
並
べ

た
特
設
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
し
て
い
る
。
九
重
イ

ン
タ
ー
か
ら
ほ
ど
近
い
場
所
で
、
早
く
も
「
お

土
産
の
購
入
に
」
と
八
鹿
商
品
を
求
め
て
立
ち

寄
る
観
光
客
も
多
い
と
い
う
お
す
す
め
の
穴
場

ス
ポ
ッ
ト
。
店
員
の
日
野
聖
子
さ
ん
や
穴
井
新

也
さ
ん
が
、
笑
顔
で
温
か
く
迎
え
て
く
れ
る

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
に
癒
や
さ
れ
る
店

に
、
今
度
ふ
ら
っ
と
立
ち
寄
っ
て
み
て
は
い
か

が
だ
ろ
う
。

玖珠郡九重町右田1321
0973-73-5508
9:00～19:00
第３水曜
ここのえアミー店P利用

舞鶴酒販 ここのえアミー店

玖珠郡九重町田野257
0973-79-2124
8:00～受付20:00
水曜
あり

寒の地獄旅館

玖珠郡九重町田野953
0973-79-3744
8:00～18:00
( 季節により変動あり)
不定
あり

九酔渓温泉 
桂茶屋玖珠郡九重町野上4-5

0973-77-6633
12:00～15:00
18:00～23:00
月曜
あり

ビストロ
ル・ラパン

ドライブの合間に小腹を
満たしてくれる「ヤマメ」
600円、「団子」300円。

シェフが「地元の皆さん
が気軽にフレンチを
楽しめるように」と
開店した店。

九酔渓温泉 桂茶屋

舞鶴酒販 ここのえアミー店 寒の地獄旅館

ビストロ ル・ラパン

舞鶴酒販

きつねやたぬきのメイクで ▶
かわいくポーズを決める店
員さん

◀ 緑に囲まれ落ち着いた
　 雰囲気の外観

▲ 明るい笑顔が印象的なここのえアミー店  
　 スタッフの皆さん

▲ 田舎うろん 1,050円

▲ お客様を気さくに迎えるオーナーシェフの梅木さん

▲ 広い店内には豊富な種類の商品が並ぶ

▲ 中津の鱧と海老のカダイフ巻き サフランのリゾット添え 
（※コースの中の一例の料理となります。）

▲ 夢見る豚しゃぶ定食 1,280円

皮膚疾患に効果があると
される鉱泉は飲んでもよし。
胃腸にもいいと言われる。

九重IC九重IC
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大分自動車道
大分自動車道
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寒の地獄旅館寒の地獄旅館

長者原ヘルスセンター長者原ヘルスセンター
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九重夢大吊橋九重夢大吊橋

やまなみハイウェイ

やまなみハイウェイ

ここのえ散策MAP

焼酎、お酒、リキュールなど、さまざまな
商品がそろう「八鹿」特設コーナー。


